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消費税について思ったこと
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　私の家の近くにはコンビニがあります。私はそこでよくお菓子を買いに行きます。レシートを貰いよく見てみると「税金」がかかっていました。これは「消費税」でした。
　私は「消費税」について調べてみました。消費税とは、私たちが商品を買ったり、サービスを利用したりするときに支払う「税金」であることがわかりました。現在の日本の消費税は基本的に十％かかっています。消費税について調べていくなかで二〇二七年四月一日から二年間消費税が一％に引き下げられる案があることがわかりました。
　では、消費税が十％の場合と一％の場合ではどのような違いがあるのでしょうか。
　まず十％の場合のメリットは、国や地方自治体が多くの税金を集めることができることです。集められた税金は、医療や教育、道路など、私たちの生活を支えるために使われています。また、消費税は多くの人が商品やサービスを購入することで負担するため、安定した税収を得やすいという特徴があります。
　一方で、デメリットもあります。消費税が十％だと商品を買うときに支払う金額が増えるため、私たちの負担が大きくなります。特に、収入が少ない人にとっては、同じ商品を買っても負担を感じやすくなるという問題があります。また、買い物を控える人が増え、消費が減ってしまう可能性もあります。
　次に、一％の場合のメリットは、買い物をするときの負担が軽くなることです。商品やサービスを今より安く購入できるため、消費が増え経済が活発になる可能性があります。また、収入が少ない人にとっても、生活に必要なものを買うときの負担を減らすことができます。
　しかし、消費税を１％にすることにもデメリットがあります。消費税から得られる税収が大きく減ってしまうため、医療や教育、社会保障などに使えるお金が不足する可能性があります。そのため、不足した分を他の税金で補ったり、国の借金を増やしたりする必要が出てくるかもしれません。
　ここまで、消費税が十％の場合と一％の場合のメリットデメリットについて調べました。どちらにも良い点と悪い点があり、消費税の税率を決めることは簡単ではないと分かりました。
　私は、消費税は十％のままでもよいと思います。なぜなら消費税によって集められた税金が医療や教育など私たちを支えるために使われているからです。しかし、生活への負担が大きくなる人もいるため、負担が大きくならないような工夫も必要だと思います。
　今回、消費税について調べてみて消費税はただ商品を買うときに払うお金ではなく、私たちの生活を支えるために必要な税金だということが分かりました。これからは、普段の買い物でも消費税について少し意識してみたいです。
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